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は　じ　め　に
　粉瘤は皮膚科や形成外科でよくみられる良性腫瘍であ
り，全身の皮膚に発生する．しかし，陰嚢で多発するも
のはまれである．今回当科で経験した症例を文献的考察
を加えて報告する．

症　　　　　例
症例：20歳代，男性
主訴：両側陰嚢の皮下腫瘍の精査および治療
現病歴：当科初診の10年ほど前に陰嚢に皮下腫瘍が生
じ，数が増えてきた．前医の紹介で当科受診となった．
既往歴・家族歴：特記事項なし
初診時現症：両側陰嚢に小豆大から大豆大の皮下腫瘍を
多数認めた（図１）．自発痛や圧痛はなかった．

治療および経過
　腫瘍は左右それぞれで，ある程度まとまって存在して
いたので，２回に分けて局所麻酔を用いて切除すること

とした．１回目は，左側陰嚢のおよそ15個の病変部を，
局部麻酔下に切除し一期的に縫合した（図２a，b）．検体
は長さ45mm，幅10mmほどであった（図２c）．感染や
創離開を起こさず経過し，１週間後に抜糸した（図２d）．
　初回手術の３週間後に右側陰嚢の病変部の切除をし
た．右側はまとまっているおよそ８個の病変部分と，そ
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図 ₁　初診時，両側陰嚢に小豆大から大豆大の皮下腫瘍
を多数認めた．
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れと少し離れた２か所の病変部の合計３か所を切除し縫
合した（図３a，b，c）．３つの検体の一番大きいものは
30×30mmであり，この場所は術後８日目に離開した
（図３d）．術後14日目に再縫合を行った．再縫合の後，
再離開することなく経過し，その後，半年経過観察し，

診察終了とした（図４）．

病理組織検査
　右側陰嚢では，濃縮した液状物質や石灰化物質が貯留
した pseudo cyst が多発している所見であり，粉瘤の所
見は見られず，もともと液体が貯留した嚢胞が示唆され
た（図５a,b）．左側陰嚢も同様であった（図５c,d）が，
異物巨細胞や扁平上皮の集塊が見られるところもあり，
もともとは粉瘤であったことが示唆された（図６）．

考　　　　　察
　粉瘤は角化物を内包した皮膚腫瘍であり，皮膚科や形
成外科ではよく遭遇する良性疾患である．通常単発性
で，全身の皮膚のいずれにも発生する．陰嚢に発生する
場合もあるが，多発例はまれである．陰嚢に多発するこ
のような疾患は Shapiro らがそれまでの報告症例と自分

図 ₂　左側陰嚢の治療経過を示す．ある程度まとまった
ところを一塊として切除し（ａ），一期的に縫合し
た（ｂ）．検体は長さ45mm，幅10mmほどであっ
た（ｃ）．感染や創離開を起こさず経過し，１週
間後に抜糸した（ｄ）．

図 ₃　右側陰嚢の治療経過を示す．まとまっているおよ
そ８個の病変部分と，それと少し離れた２か所の
病変部の合計３か所切除し（ａ），一期的に縫合
した（ｂ）．一番大きな検体は30×30mmであり
（ｃ），この場所は術後８日目に離開した（ｄ）．

図 ₄　当科終診時の陰嚢を示す．傷跡は目立たない．

図 ₅　a：H.E.染色40倍　b：H.E.染色100倍
　　　c：H.E.染色40倍　d：H.E.染色100倍
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たちの経験例を併せて1970年に特発性陰嚢石灰沈着症
（idiopathic calcinosis of the scrotum）と報告し１），その
後，その発生や経過から，特発性陰嚢石灰化症，多発性
陰嚢粉瘤症（multiple scrotal atheromatosis），陰嚢石灰
沈着症（scrotum calcinosis）として報告されている２-34）．

特発性陰嚢石灰沈着症の多くが多発性陰嚢粉瘤症の最終
段階の病変であると考えられているが，確定的な結論は
得られていない．本症例でも粉瘤が変性したものであっ
たことが示唆される場所もあり，多発性陰嚢粉瘤症から
特発性陰嚢石灰沈着症に移行している病態であることが
考えられている．
　本邦で報告され，著者らが集めることのできた症例
は，32文献の40症例であった２-33）．これらのほとんどが
１例報告であり，複数報告はまれであった．発症年齢は
10歳から64歳であり，平均32.0歳，発症から医療機関を
受診するまでの平均罹病期間は13.4年であった．年代ご
との症例数と平均罹病期間をみると，10代８例，12.3年，
20代９例，15.6年，30代10例，19.0年，40代９例，9.7年，
50代１例，5.0年，60代３例，5.0年であった．10代から
30代までの若いころに発症し，他人に相談することを躊
躇するような場所であるので医療機関を受診することが
ためらわれたものと思われた．そのため，いたずらに年
月を過ごしていることが示唆され，当人の苦悩は計り知
れないものとも思われた．当科で経験した症例は初診時
20歳代であり，10年ほど前からあったということで，や
はりかなり悩んだのではないかと推測された．女性ス
タッフには見られたくないと思い，診療や手術に際して
は男性スタッフのみ関与することとした．このことが望
ましいことであったのかは疑問の余地があるが，慎重に
対応することが重要であると思われた．手術の傷跡は拘
縮をきたすことはなく，このことは，陰嚢皮膚の伸縮性
によるものだと思われた35）．

ま　　と　　め
　多発性陰嚢粉瘤症の１例を経験した．本疾患は特発性
陰嚢石灰沈着症に移行する病態であると考えられている
がまだ明らかではない．思春期に発症し罹病期間が長く
なることもあり，慎重に対応すべきものであると思われ
た．

利益相反開示
　本症例の発表に当たり開示すべき利益相反になるよう
な企業等はない．
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